
会 議 録 

１ 会議の名称 平成 27 年度第１回大垣市文化財審議会 

２ 開 催 日 時 平成 27 年 7 月 10 日（金）午前 10 時 30 分～11 時 30 分 

３ 開 催 場 所 大垣市役所北庁舎 教育委員会室 

４ 出 席 者 

［委  員］ 

 

 

［事 務 局］ 

 

横山 正（東京大学名誉教授）、藤原 久美子（大垣市文化財保護協

会理事）、中井 均（滋賀県立大学教授）、松本 和芳（平野学園講師） 

坂 喜美和（教育委員会事務局長）、平野 孝義（文化振興課長）、 

中井 正幸（文化振興課文化財専門官）、鈴木 元（文化振興課主幹）、

高田 康成（文化振興課主幹）、渡邊 英佑（文化振興課主査） 

５ 議   題 1 大垣市指定文化財の指定について 

2 指定文化財の変更事項について 

3 平成 26 年度事業実績及び平成 27 年度事業内容について 

4 その他 

６ 公開又は一 

部公開の別 
公開、傍聴者なし 

７ 会議の経過 

 

中井専門官 

 

 

 

坂事務局長 

 

中井専門官 

 

 

横山会長代理 

 

 

鈴木主幹 

 

高田主幹 

 

 

1 開会 

・伊藤会長および清水委員の欠席報告。 

・過半数の出席により審議会の成立について説明。 

 

2 事務局長あいさつ 

・あいさつ 

 

・会長の指定により、横山委員を会長代理とする報告。 

 

3 議題 

(1)大垣市指定文化財の指定について 

①史跡「東町田墳墓群」 

 

・審議の経緯を説明。 

 

・史跡「東町田墳墓群」の概要について説明。 

 



横山会長代理 

 

鈴木主幹 

 

 

 

横山会長代理 

 

高田主幹 

 

 

中井委員 

 

 

 

横山会長代理 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山会長代理 

 

 

 

 

・伊藤会長よりこの史跡についての意見はあったか。 

 

・前回の審議会の中で、諮問予定の史跡として既に説明をしており、

絵画土器が出土するなど、保護を図っていくべきだとの意見をいた

だいている。 

 

・諮問を図る 22 号墓から 26 号墓のうち、24 号墓が無いのは何故か。 

 

・墳墓群の中に、方形墳（24 号墓）があるが、こちらについては、 

まだ明確ではないため、今回の指定からは除外した。 

 

・現地を確認し、あれだけ墳丘があるのに驚いた。また方形周溝墓と

円形墳丘墓が同居する墳墓群は、弥生時代末期の社会・階級ができ

る良好な遺跡で、極めて重要な遺跡である。 

 

・指定について異議はない。答申案について説明を求める。 

 

・事務局からの補足説明。 

敷地の南東は交差点に接しており、交通上の安全確保のため、将来

隅切りの可能性がある。 

 現在確認した限りでは、遺構があるような状況では無いため、史跡

の保護と、安全確保の両面から、将来的に指定地の一部分を分筆し、

指定地の面積が減り、道路の用に供しなければならないような状況

が出てくる可能性がある。 

その際には、現地を確認し審議会の審議を経たうえで、手続きを図

ることになる。 

 

（答申案配布） 

 

・この内容で答申することでよいか。 

 

（異議なし） 

 

②重要文化財（考古資料）「絵画土器」について 



鈴木主幹 

 

高田主幹 

 

中井委員 

 

 

 

高田主幹 

 

鈴木主幹 

 

 

横山会長代理 

 

 

 

横山会長代理 

 

鈴木主幹 

 

藤原委員 

 

 

横山委員 

 

 

 

鈴木主幹 

 

 

鈴木主幹 

 

 

・審議の経緯を説明。 

 

・重要文化財（考古資料）「絵画土器」の概要について説明。 

 

・土器の紋様にストーリー性があり、口部内面に人物が描かれている 

点は非常に面白い。弥生時代末期の祭祀の在り方を考えるうえで 

も、絵画史的にも貴重な資料である。指定されるべきだと考える。 

 

・絵画土器のレプリカ作成及び現物の補修について補足説明。 

 

・レプリカを作成することで、貸し出しも可能となり、公開活用を促 

進する。 

 

・指定について異議はない。答申案について説明を求める。 

 

（答申案配布） 

 

・表現の一部修正について提案 

 

・提案のとおり、表現の一部を修正させていただく。 

 

・模様にストーリー性があり、子供たちに説明をするうえでも、非常 

に夢があって面白い。 

 

・では、この内容で答申することでよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

・今後の答申スケジュールについて説明。 

 

 (2)指定文化財の変更事項について 

・前回の審議会以降に現状変更のあった、7件について概要を説明。 

・今後も 20 件ほど変更がある予定。逐次報告させていただく。 

 



 

 

 

藤原委員 

 

鈴木主幹 

 

 

 

松本委員 

 

鈴木主幹 

 

 

 

松本委員 

 

 

 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 (3)平成 26 年度事業実績及び平成 27 年度事業内容について 

・事業実績及び事業内容について説明 

 

・市指定史跡「一里塚」に新木を植えることはできないのか。 

 

・現在エノキの樹勢回復に努めている。史跡に指定されているため、 

簡単に現状変更ができるものではないが、枯れてからでは遅い面も 

あり、並行して検討させていただきたい。 

 

・上石津の河川改修によって問題となるのはネコギギだけなのか。 

 

・ネコギギ、イタセンパラについては、生息地を定めず指定されてい

る。調査をして希少種が確認されれば、必要な措置は全てとられる。 

 

4 その他 

・青墓町の円興寺にあるセリバオウレンについて、写真を撮りに来る

方によってここ数年で周囲が踏み固められてしまっている。天然記

念物として価値がある群落なのか、市として調べておく必要がある

のではないか。 

 

・天然記念物として価値があるのか、一度確認させていただきたい。 

 

閉 会 

 

 


